大阪府堺市「さかいハッタツ友の会」代表　石橋尋志氏　３、４限目　講演資料
・自己紹介：現在３５歳のＡＤＨＤ会社員、妻一人、子なし。２０代の後半で診断。
・ＮＨＫハートネットＴＶ出演。講演歴多数。
・社会適応の良いこと：世間に馴染めてるような気になれること。
・社会適応の悪いこと：発想がノーマルになってしまう。自分らしさをだせなくなる。
この発達特性は、天からの贈り物なのに、それを弱めてしまう。
・社会適応は結果としての現象であって、半分以上は運や縁に左右されてしまう。
そんなあやふやなものを追い求めるのは、私たちの特性にとっては非常に危険。
具体的には、自身の症状や特性を理解し、受け入れること。受容のない努力は、自己肯定感はさげるだけ。
「大切なのはその過程。しかるべきステップを踏んでいれば結果はおのずと追いてくる。自身の症状や特性を理解し、受け入れること。」
私の場合、２つの過程がポイントになりました。
１、自助会に参加したことをきっかけに自分を見つめなおすきっかけができた。お手本となる当事者さんもいれば、反面教師となる言動をする当事者さんもいる。自分自身も学校や会社でこんな言動してたんやー、恥ずかしい。。。と感じることもあった。＝自己客観視
２、自助会で過去の失敗談を話したことが参加者の参考になったこと。「いままでの自分の生き方は無駄じゃなかったんや」と思うことが出来た。結果、それが自己肯定感を高めることになった。
上記２つの過程をすっ飛ばして社会適応を求めてたら、今の私はない
※4限目
・当事者会ブルームーンは、３年前の４月に設立。とあるイベントで知り合ったＡＤＨＤの女性と二人で立ち上げた。月一度のお茶会でスタート。６カ月は二人きり。それでも楽しかった。そのあと４人になり、地域誌に掲載されたことで一気に２０人に増えた。結果、まとまらず、徐々に減っていく。
・人数が急に増えると運営側で対応できなくなる。受付やファシリ、会場の大きさなど。
当事者と家族さんの意見対立もあった。多人数でしゃべる時間が減って不満感。
・１年を経過したころ、設立者の女性と意見が合わなくなる。具体的には会の性質をオープンにするか、クローズにするか。どちらも間違ってない。
・とりあえずは、午前中の部をクローズにして、夜の部をオープンにして運営継続。
・その後、半年しないうちに午前の部の内部で意見対立。感情的になりケンカ。結果として午前の部は、設立女性が会を去り、参加者２名と私だけになる。その間、夜の部（現在のハーフムーン）は問題なく運営されていた。
・これらのことから学んだことは、ケンカして分裂するまえに、どんどん分化させるといい。
・１５人以下の少人数、多種多様なグループの集合体が「さかいハッタツ友の会」。
・①ブルームーン　②ハーフムーン　③メンズムーン　④クォータームーン　⑤ピアズムーン　⑥月庵　　　
６つのグループに分化している。
・運営のポイント　
●リーダーの育成　●他のグループとの差別化　●困った人対策
●行政との連携が人を呼び寄せる　●新しい人を少しずつ増やす。
・当事者会の長所：共感、居場所、情報共有、日常生活の答え合せ、気づきの場、成長の場、障害受容の場
プラス思考のシャワーをあびる場所、コミニケーションの練習場、他人という鏡、恋愛について相談できる場所。。。
・当時社会の可能性：単なるお茶会をしているように見えて、実はあらゆる支援の起点になる可能性がある。
行政の支援も医療専門家からの支援も就労支援も学習支援も、実は当事者会という「両輪」がそろわなければ効果を発揮しない。そのためには、自分の困難さだけに目を奪われることなく、その苦労の経験が後輩たちを救うヒントになることに気がつくこと。
